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新機能
対象読者

本書は、 Recovery Manager for Active Directory について理解していただ くための補助として作成されました。

「新機能」 には、 Recovery Manager for Active Directory のインストールと使用に必要な情報が記載されています。

この文書は製品を使用するネッ トワーク管理者、 コンサルタント、 アナリスト、 そしてその他全ての IT プロフェ ッ

シ ョナルの方々を対象としています。

表記規則

このガイドを最大限に活用していただ くために、 表記規則を具体的なフォーマッ トに作成しました。 これらの規則は

手順、 アイコン、 キー操作、 およびクロス リファレンスに適用されます。

要素 表記規則

選択 ファイルやラジオ ボタンなどさまざまなインターフェイス要素の選択や強調表示といった動作

を表します。

太字テキスト メニューやコマンドなど、 Quest Software 製品で使われるインターフェイス要素を表します。

斜体テキスト コ メン トに使用されます。

太字斜体テキスト 強調するときに使用されます。

青色テキスト 相互参照を表します。 Adobe® Reader® で表示するとき、 この形式はハイパーリンクと して

使用できます。

記載されるプロセスに関連する追加情報の強調表示に使用します。

ベス ト  プラクテ ィス情報の提供に使用します。 ベス トプラクテ ィスは最良の結果を出すための

推奨される行動方針を詳し く説明するものです。

実行に注意の必要なプロセスを強調表示するために使用します。

+ ２  つのキー操作の間にプラスのマークがある場合は、 それらを同時に押します。

、 要素の間に読点がある場合は、 その特定のシーケンスで要素の選択を行う必要があります。
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クエスト ・ ソフ トウェアについて

クエスト ・ ソフ トウェアは、 貴社の既存のアプリケーシ ョ ン、 データベース、 および Windows インフラスト ラク

チャからより高い性能と生産性を引き出す革新的な製品をお届けします。 高可用性、 監視、 データベース管理、 イン

フラ管理を目的としたクエスト製品により、 基幹業務アプリケーシ ョ ンのパフォーマンスおよび稼動時間が向上し、

IT 専門家はより少ないリソースでより多くの業務を達成できます。 カリフォルニア州アーバインに本社を置

クエスト ・ ソフ トウェアは全世界に支社を持ち、 世界中の 100,000 社を超えるお客様に支えられています。

クエスト ・ ソフ トウェアの詳細については、 www.quest.com/japan をご覧ください。

クエス ト ・ ソフ トウェアの連絡先

電子メール : japansales@quest.com

住所 : クエスト ・ ソフ トウェア株式会社

〒 102-0076
東京都千代田区五番町 10 番地

五番町 ＫＵ ビル 3Ｆ

Web サイ ト : www.quest.com/japan

カスタマーサポートの連絡先

Quest Software は、 ワールドワイ ド ・ サポート を提供しておりますので、 以下の連絡先からお問い合わせ頂く こと

が可能です。 （ただし英語のみ）

SupportLink: www.quest.com/support

Email: support@quest.com

SupportLink では以下の操作を行って頂けます。

• サポート リクエストの作成、 更新、 閲覧

• ナレッジベースの検索

• FAQ へのアクセス

• パッチのダウンロード

尚、 日本語でのお問い合わせは、 下記電子メールアドレスをご使用ください。

Email: support@questsoftware.co.jp
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新機能
Recovery Manager for Active Directory の新規機
能 7.10

現行の調査と開発およびお客様のご意見により、 Recovery Manager for Active Directory のこのバージ ョ ンは、

Windows Server 2008 R2 に対応し、削除済みディレク ト リ  オブジェク トの管理が改善されました。次のセクシ ョ

ンでは、 これら新規機能について説明します。

Windows Server 2008 R2 のサポート

Recovery Manager のこのリ リースでは、 Windows オペレーティ ング システムの新しいバージ ョ ンである

Windows Server 2008 R2 に完全対応しています。

Windows Server 2008 R2 のサポートにより、

• Windows Server 2008 R2 の任意のバージョ ンを実行しているコンピュータに Recovery Manager を

インストールして使用できます。

• 機能レベルが Windows Server 2008 R2 であるド メインまたはフォレストの Active Directory データ

をバックアップおよび復元できます。

• Windows Server 2008 R2 に同梱されている Active Directory バージョ ンの新規機能の Microsoft の
Active Directory Recycle Bin により、 多数のタスクを実行できるようになりました。 詳し くは、

「Microsoft の Active Directory Recycle Bin 機能に基づいてタスクを実行」 - 8 ページ を参照して くだ

さい。

削除済みオブジェク トの管理の向上

Recovery Manager のこのバージョンでは、 強化された削除済みディレク ト リ  オブジェク トの管理を提供しています。

それにより以下が可能になります。

• Recovery Manager が提供した削除済みオブジェク ト  コンテナの特定のオブジェク トの簡単な検索お

よび復元を実現。

• Microsoft の Active Directory Recycle Bin 機 能に基づいて多数のタスクを実行。

• 親と一緒に削除済みオブジェク ト を回復する。

特定の削除済みオブジェク トのさらに簡単になった検索および回復

Recovery Manager で特定の削除済みオブジェク トを検索および回復するには、 Recovery Manager コンピュータ

の Recovery Manager コンソールと Active Directory ユーザーおよびコンピュータ  ツール （ADUC） に表示される

各ド メインに対して提供されている削除済みオブジェク ト  コンテナを使用することができます。 利用するコンテナの

場所 （Recovery Manager コンソールまたは ADUC） に関係な く、 特定のオブジェク ト を検索および選択して復活

させる、 または Recovery Manager で作成したバックアップからそれらを復元するための統一機能を提供します。

削除済みオブジェク ト  コンテナに実装されている新規機能により、 さらに簡単にド メインの特定の削除済みオブ

ジェク ト を検索できるようになりました。 削除済みオブジェク ト  コンテナの内容を表示する場合に、 Microsoft の
Active Directory Recycle Bin 機能を有効にすると、 名前、 タイプ、 削除日、 および廃棄 （tombstone） の有効期

間、 または削除済みオブジェク トの有効期間などの条件で、 オブジェク トの並べ替え、 グループ化、 またはフ ィルタ

を行うのに、 Recovery Manager コンソールと  ADUC を使用することができます。
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削除済みオブジェク ト  コンテナの内容を表示する場合に、 名前、 タイプ、 削除データ、 寿命の終了時 （Microsoft
の Active Directory Recycle Bin 機能を有効になっている Windows Server 2008 R2 環境で、 オブジェク トが削

除された場合のオブジェク トの廃棄 （tombstone） の寿命終了時、 またはオブジェク トの削除済みオブジェク トの

寿命終了時） などの条件で、 オブジェク トの並べ替え、 グループ化、 またはフ ィルタを Recovery Manager コン

ソールと  ADUC を使用して行う ことができるようになりました。

削除済みオブジェク ト  コンテナの内容を、 階層または一覧表示のいずれかの表示方法が 選択できるようになりました。

階層表示では、 削除済みオブジェク ト とコンテナ （組織単位または OU）、 および削除済みオブジェク トが含んでい

る既存のコンテナを表示します。 この表示には、 各削除済みオブジェク トが、 削除直前の状態組織構造のレベルで表

示されます。 階層表示を使用中に、 特定の削除済みオブジェク ト を選択して回復するか、 そのコンテナの [ 削除し

たオブジェク ト を回復 ] コマンドを実行して、 一度に特定の既存のコンテナのすべての削除済みアイテムを回復す

ることができます。

一覧表示は、 削除済みオブジェク ト  コンテナの内容を、 削除済みオブジェク トの一覧として表示します この表示で

は、 既存のコンテナを非表示にし、 バックアップから復活または復元する必要がある削除済みアイテムに焦点を合わ

せることができます。

Microsoft の Active Directory Recycle Bin 機能に基づいてタスクを実行

Windows Server 2008 R2 オペレーティング システムに同梱されている Active Directory バージョ ンには、 新規

機能の Microsoft の Active Directory Recycle Bin が追加されました。 Recovery Manager に統合されたこの

Microsoft の Active Directory Recycle Bin 機能は、 次の通りです。

• 削除済みオブジェク ト を選択して削除を取り消す。

• 削除済みオブジェク トの状態を 「リサイクル」 に転送。

• ド メインのリサイクル オブジェク トのリスト を表示する。

フォレストで有効になっている場合、 Microsoft の Active Directory Recycle Bin 機能は、 削除済みオブジェク ト

の寿命のサイクルを次のように明確に変更します。 ディ レク ト リ  オブジェク ト を削除すると、 次の段階的な状態に

なります。

• 状態 1: 削除済み

• 状態 2: リサイクル

削除時のオブジェク トの状態は 「削除済み」 に変わり、 Recovery Manager が提供する削除済みオブジェク ト  コン

テナにそのオブジェク トが表示されます。 但し、 削除済みオブジェク トは、 削除時に存在したその属性、 リンク、 お

よびグループ メンバーすべてを維持します （各削除済みオブジェク トがその属性の一部しか維持しない

pre-Windows Server 2008 R2 バージョ ンの Active Directory とは異なります）。 オブジェク トは、 削除済みオブ

ジェク トの寿命と呼ばれる指定された構成可能な期間の間 「削除済み」 の状態のままです。 適用可能な削除済みオブ

ジェク トの寿命が過ぎると、 オブジェク トは次の段階 「リサイクル」 に移動されます。

オブジェク トが 「削除済み」 状態にある場合は、 Recovery Manager が提供する削除済みオブジェク ト  コンテナを

を使用して、 削除直前に存在したその属性、 リンク、 およびグループ メンバーシップすべてと一緒にオブジェク ト

を復活することができます。 または、 Recovery Manager で作成したバックアップから特定のバックアップ状態に

復元することができます。
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新機能
Microsoft の Active Directory Recycle Bin 機能が有効の環境で、 Recovery Manager を使用して適用可能な削除

済みオブジェク トの寿命の設定を無効にして、 Microsoft の Active Directory Recycle Bin 機能が有効になってい

る Active Directory 環境で、 削除済みオブジェク トの状態を 「削除済み」 から 「リサイクル」 に手動で変更するこ

とができます。

削除済みオブジェク トが 「リサイクル」 に移動されると、 オブジェク トの属性のほとんどは削除 （はぎと り） され、

オブジェク トには、 フォレストの他のド メイン コン ト ローラにオブジェク トの新しい状態を複製するのに必要ない

くつかの属性のみが維持されます。 オブジェク トは、 削除済みオブジェク トの寿命と呼ばれる指定した構成可能な期

間の間 「リサイクル」 の状態になります。 Recovery Manager が提供する削除済みオブジェク ト コンテナを使用す

ることができます。

親と一緒に削除済みオブジェク ト を回復する

この Recovery Manager の新規機能によって、 その親コンテナも削除されたとしても、 削除済み Active Directory
オブジェク ト を回復できるようになりました。 オブジェク トなどの回復時に、 Recovery Manager は、 オブジェク

トの LastKnownParent 属性の値を取得してそのオブジェク トの最後に分かっている親を識別します。 最後に分

かっている親が削除された場合は、 Recovery Manager は、 その親と一緒に削除済みオブジェク ト を回復します。
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Recovery Manager for Active Directory 7.9 の新
機能

進行中の研究開発の結果およびお客様のフ ィードバックに対応して、 この Recovery Manager for Active 
Directory のバージ ョ ンには、 以下のサブセクシ ョ ンに記載されている新機能が搭載されています。

AD オブジェク ト を変更したユーザーのレポート作成

Active Directory オブジェク トの Recovery Manager の比較レポートに、 レポートするオブジェク トの変更者 （ユー

ザーアカウント） の情報を含むことができるようになりました。 この機能は、 Active Directory の重大な変更につい

て、 リアルタイムかつネイティブ監査の経費をかけずに、 事前に追跡、 監査、 レポート、 および警告することができる、

賞を受賞した Quest 製品 ChangeAuditor for Active Directory で提供される監査機能に基づいています。

この新しい機能からメ リ ッ トを受けるには、 Recovery Manager が ChangeAuditor に統合して変更者の情報を取得

できるように、 Recovery Manager のホーム フォレストに ChangeAuditor をインストールする必要があります。

この機能の使用方法と、 Recovery Manager が統合できる ChangeAuditor のバージョ ンに関する詳細は、 このリ

リースに付属されている 「ユーザーガイド」 を参照して ください。

ChangeAuditor for Active Directory に関しては、 Quest Software 社の Web サイ ト （www.quest.com） を参

照して ください。

グラニュラ バックアップ保存期間ポリシー

バックアップ保存期間ポリシーでは、 コンピュータ  コレクシ ョ ンのバックアップ リポジト リ （またはスト レージ）

に保存するバックアップの最大数を指定することができます。 保存期間ポリシーで指定する数以外の古いバックアッ

プは、 新しいバックアップの領域を空けるために永久に削除されます。

Recovery Manager の旧バージ ョ ンでは、 Recovery Manager コンピュータ、 バックアップ ド メイン コン ト ロー

ラ、 またはこれらコンピュータからアクセスできるネッ トワーク共有を含むすべての Recovery Manager バック

アップ リポジト リに対して 1 つの保存期間ポリシーしか設定することができませんでした。 この新しいリ リースで

は、 コンピュータ  コレクシ ョ ンプロパティ を使用して、 以下のリポジト リのそれぞれに個々のバックアップ保存期

間ポリシーを設定することができるようになりました。

• [Recovery Manager コンピュータのリポジト リ ]。 このリポジト リはコンソール スト レージと呼ば

れており、 Recovery Manager コンピュータと、 そのコンピュータからアクセスできるネッ トワーク共

有を含んでいます。

• [ ド メイン コン ト ローラのリポジト リ ]。 このリポジト リは DC スト レージと呼ばれており、 バック

アップ ド メイン コン ト ローラと、 それらのド メイン コン ト ローラからアクセスできるネッ トワーク共

有を含んでいます。
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新機能
削除済みオブジェク トの並べ替え、 グループ化、 フ ィルタ リング

Recovery Manager コンピュータで Active Directory ユーザーおよびコンピュータ （ADUC） ツールを使用して、

削除済みオブジェク トの表示や再表示をする場合に、 複数の条件によるオブジェク トの並べ替え、 グループ化、 フ ィ

ルタ リングを使用することで簡単に行う ことができるようになりました。 この新しい機能によって、 ADUC の

Recovery Manager によって提供される削除済みオブジェク ト  コンテナに保存されている多数の削除済みオブジェ

ク トから特定の削除済みオブジェク ト を検索して再表示することが簡単にできるようになりました。

例えば、 削除済みオブジェク トの名前、 削除した日付、 破棄有効期間の終了日、 オブジェク ト タイプ、 または GUID
で削除済みオブジェク ト を並べ替えたり、 グループ化したり。 フ ィルタすることができます。

比較と復元操作の選択デフォルト方法の機能

Recovery Manager の設定の拡張により、 オンライン復元ウィザードで実行する比較と復元操作の希望するデフォ

ルト方法を設定することができるようになりました。 エージェン ト レス方法またはエージェン トベース方法のいずれ

かを選択することができます。 オンライン復元ウィザードを使用する場合に、 Recovery Manager 設定のデフォル

ト方法をいつでも変更することができます。

これら各方法の長所と短所に関する詳細情報は、 このリ リースに付属されている 「ユーザーガイド」 を参照して く

ださい。

インターネッ ト  プロ ト コル バージョ ン 6 （IPv6） のサポート

Recovery Manager のこのリ リースでは、 インターネッ ト  プロ ト コルの最も安全な最新のバージ ョ ン IPv6 を完全

サポート しています。IPv6 は Windows Server 2008 または Windows Vista オペレーティ ング システムを実行し

ているド メイン コン ト ローラにインストールされており、 デフォルトでは有効にされている、 新しいより安全なイ

ンターネッ ト  プロ ト コルです。 これにより、 Recovery Manager は IPv4 および IPv6 の混合環境とネイティブ

IPv6 環境の両方で同じようにスムーズに実行します。
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Recovery Manager for Active Directory
Recovery Manager for Active Directory 7.8 の新
機能

進行中の研究開発の結果およびお客様のフ ィードバックに対応して、 この Recovery Manager for Active 
Directory のバージ ョ ンには、 以下のサブセクシ ョ ンに記載されている新機能が搭載されています。

Windows Server 2008 のサポート

Recovery Manager が、 Windows Server 2008 の 32 ビッ トまたは 64 ビッ トバージ ョ ンを実行しているコン

ピュータにインストールして使用できます。 Windows Server 2008 に付属されている Active Directory バージョ

ンも完全サポート しています。 Recovery Manager を使用して Microsoft Windows 2008 Active Directory にあ

るオブジェク ト を管理することができます。

Recovery Manager の新規リ リースで実行されている Support for Windows Server 2008 機能は、 Recovery 
Manager バージョ ン 7.7、 と比較してオプシ ョ ンが拡大され、 Windows Server 2008 ベースのド メイン コン ト

ローラで Windows ファイアウォールを自動的に設定できます。 この新規オプシ ョ ンが有効になると、 ターゲッ ト

Windows Server 2008 ベースのド メイン コン ト ローラで一連の Windows ファイアウォール 設定を自動設定し、

バックアップ エージェン トのト ラフ ィ ックを有効にして、 時間を節約すると共に、 悪意のあるアプリケーシ ョ ンか

らハイレベルに保護します。

Windows Administrative Tools Extension の改良点

Active Directory ユーザーとコンピュータ （ADUC） ツールから Active Directory オブジェク トのバックアップ、復

元、 比較を行う ときに、 復元、 バックアップまたは比較操作を通じて段階的に指示を行うウィザードが表示されます。

復元ウィザード、 バックアップ ウィザード、 比較ウィザードは、 ADUC ツールからアクセスでき、 優れたユーザー

体験を提供する傍ら、 以下のことが実行できます。

• 操作状況の復元、 バックアップ、 比較を表示します。

• ターゲッ ト  ド メイン コン ト ローラを使用する方法を選択 : エージェン ト  メ ソ ッ ドかエージェン ト レス 
メ ソ ッ ド。

• 復元または比較する子オブジェク ト タイプを指定します。

• Recovery Manager で作成されたパスワードで保護された Active Directory バックアップにアクセス

します。

• 操作結果のレポート を生成し、 変更されない Active Directory オブジェク トおよび / またはオブジェク

ト属性の情報をレポートに含めるかどうかを選択することができます。

Management Shell の改良点

Recovery Manager Management Shell 機能は、Microsoft Windows PowerShell テク ノロジに基づき構築され、

既存のコマンドライン ツール （cmdlets） のパラ メータをさらに含めるように改良されました。 Cmdlet ヘルプも更

新されて、新規パラメータの追加が反映されています。Management Shell に関する情報及び Management Shell 
cmdlets のヘルプの取得方法につきましては、 Recovery Manager for Active Directory のこのリ リースに付属さ

れている 「ユーザーガイド」 を参照して ください。
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新機能
復元する Active Directory オブジェク トのフ ィルタ

オンライン復元操作のオブジェク トの選択がさらに容易になりました。 バックアップ状況が Active Directory の状

況と異なるオブジェク トのリストが表示されるとき、 そのリストにフ ィルタを適用することができます。 どのオブ

ジェク ト を選択して表示するかにより、 リス トには、 削除済みオブジェク トのみ、 変更済みオブジェク トのみ、 およ

び削除済みと変更済みのオブジェク トが含まれます。
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